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ソ ク ス 1洋 集

大場 達 之 ・菅原久夫

Sambucetum chinensis ass. nova, eine neue 

Saum-Pflanzengesellschaft in Japan. 

Tatsuyuki 0HBAキ und Hisao SUGA w ARAオドヰ

Zusammenfassung 

Im Japan wachsen wie in Europa und in ancleren Gebiete vielgestaltige Saum-

Gesellschaften. Jedoch ist bisher iher syntaxonomische Stellung nur for wenige 

g巴kl品川 Der dem europaischen Sambucus ebulus entsprechende japanische Sam 

bucus chinensis L1ND1.EY ( =Sambucus javanicus ssp. javanicus var. chinensis) 

bilclet charakteristische dichte, hohe Stauden-Saume. Diese Sambucus chinensis-

Gesellschaft kommt auf feuchte, Stickstoffreichen, tonigen, selten auch kiesigen 

Boden vor. Der Standort und die Physiognomie der Sambucus chinensis Gesells-

chaft sind clenen des europ品isch巴n Sambucetum ebuli KAISER 1926 (Urtico-

Sambucetum ebuli BR.-BL. 1952) ahnlch. Wir bewerten die Sambucus chinensis-

Gesellschaft als eigene Assoziation Sambucetum chine向sisass. nova. 

Sambucus chi・nensisist in Japan im Camellietea japonicae-Gebiet verbreitet 

uncl wachst auch in tieferen Lagen des si.idlichen Fagetea crenatae-Gebietes. 

Sambucus chinensis bleibt auf di巴 Siedlungsgebiete b巴schr邑nkt. Im Bereich 

naturlicher Vegetation wird er kaum beobachtet. Darum vermuten wir, daf3 

Sambucus chinensis in Japan eine praehistorische Antropochore ist. 

Auf den Ogasawara Inseln wachst eine weitere Sambucus-Saumgesellschaft, 

clas Trichosantho boninensis Sambucetum javanicae 0HBA et SuGAWAilA 1977 (= 

Trichosanthus boninensis-Sambucus chinensis-Ass. 0HBA et SucAWARA 1977) 

Auch auf den Ryukyu Inseln gibt es noch andere unb巴schrielコeneSambucus 

javanica G巴sellschaften.

Weil aber noch Aufnahmen und Tabellen dieser verwanclten Saum-Gesellschaften 

fehlen, konnen wir noch nicht die genaue syntaxonomisch巴Stellungder Sambucus 

c hinensis-Assozia ti on a nge ben. 

中神奈川県立博物館料加藤学園
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ソクズ群集

Sambucetum chinensis. 

はじめに

近年，日本では森林植生を中心に桝本分類上の知見が噌してきたが， 一方人為環境下に

発達するさまざまな代｛賞植生については， 未だ明らかにされていない併落が少なくない。

特にマント群落やすそ（縁辺〉群落※1については， その体系化がまだ充分でなL、。我々

は， !I巴沃地のすそ群務のーっとして， ソクズj洋部を報告したし、。
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関東地方から九州南部にかけての地域で， ソクズの優占する特徴的な高茎草木J洋放を調

査した。調査地は，いずれもヤブツバキ群綱域で， 特に本来の植生．がタブ林J或と考えられ

るやや湿った環境に限って］最も発達したir下落が見られる。 したがってソクズ群落は，タブ

林域またはそれに類する淑潤林に結びついた植物群訟のーっと考えられる。

※1 マント群搭の前縁を成す多年生草木による帯状の1洋孫については，ソデj洋落の名が一般に用いら

れているが， その存在機式からすれば 「すそ（祈〉群務」「へり （縁〕群落」「縁取り群落」または

「縁辺群務」などの語がより適しているしマントをふちとるものと すれば 「すそ（裾〉群落」「えり

（襟〉群落」の方がわかりやすい。 ドイツ語の（Saum-Gesellschaft）の Saumもそれらの語に対応

するものである。 マントj洋務については古く「林套」なる訳語があるが 「マント新ー落Jの名が一般に

通用している。 しかし 「ソデ群落」の方は広く用いられるに至ってないので 「すそ群落」の名をもっ

てした方が妥当なように考えられる。
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調査地点

Aufnahmenorte der Sarnbucs chineneis Ass •• 
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Sambucus chinensis Ass. ass nov 
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Fundorte Mishirr旧（YamaguchiP.) J,2,5. Amakusa (Kumamoto-P) J, Su回 ka(Mie-P.) 4. Hagi (Yamaguchi P.) 6. Fuji 
(Shizuoka-P.) 8, Makurazaki (Kagoshima-P ) 7. M1saki (Kanagawa-P.) 9 Kawabe (Kagoshima-P.) 10. Numazu (Shizuoka 
-P.) JI. 
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群落の主要な立地は， 北～西側斜面の肥沃で適渇からやや冊性な環境である。 このよう

な所では， 最大に成長した群落を見ることができるが日当りのよい河岸， 土手などにも丈

の低い植分が存在する。 1t手落は， 完全な自然植生域には存在せず， 人家周辺に多く， 特に

台地上の人家の北斜面でモウソウチク林， 又はマダケ林に按した所が多く，その状態、から

してソクズが史前帰化植物である可能性も考えられる。 またそのような人家周辺で、は， Ji下

落の立地がゴミ捨て場に利用されていることが多く， ソクズは極めて有機質に豊んだ土壌

上にもよく生育することが観察される。一般に土地利用形態が長期にわたって安定した地

域に多く見出すことができ，新しく造成された宅地や工場地J:!!Xには極めて稀である。

ソクズはかつて薬用植物として利用されていたことも知られており， 極めて古い時代の

栽i音植物または半栽培楠物とも考えられる。 ソクズはオオイヌタデ，シロザのようにかつ

ての栽培植物が放棄されて雑草化したものとやや近似の性格をもつものであろう 。

ソクズは多年生草木で， 主に地下茎で；繁タ｜在し， ｜引塊状の密集群孫：となることが普通であ

る。種子は液果のため鳥によ って広く散布するものと思われるが，実際には，他のすそ計

溶中など近似した環境，，コに，その芽生えや幼植物を見ることは，極めて併である。

群落は， 高さ1～2mに達し， 直立茎の密集した群落である。 このため一卜層は暗く，他

の植物がごくわずかにJ牧生するにすぎず， またヒ胞にも混在する種はなく， 単独極俊 l~lの

jf下落である。全群落構成種も 5～6種程度にすぎない。 ソクズ以外の主要な種として，イ

ノコヅチ，ヨモギ，カラムシ，イラクサ等がわずかに見られるにすぎず， ソクズに特に強

く結びつくと思われる極は見出すことができなL、。 しかしソクズ群訴は，きわめて特徴的

な形態と立地の選好性をもち， 広い地域に亘．って同質の環境に反復して見られるので， ソ

クズ一種を標徴種としてソ クズ群集を設立することにしたい。

ソクズ併集に近縁なものとして我々は小笠原においてムニンカラスウリ タイワンソク

ズ群集※2を設定した。この群集の形態、は， 本土のソク ズ群集によく近似し， nu聞なJ環境に
生ずるウ ドノ キーシマホルト ノキ府集の代償植生として見られる。 タイワンソ クズは， ソ

クズよりも南方に分布し，台湾では高地にソクズ， 低士山にタイワンソクズとL寸配分が見

られるという（FUKUOKA 1967）。 タイ ワン ソクズは小笠原以外の分布域でも， ソクズJf(：集

に近似の1r下孫を形成しているものと考えられる。

ヨーロッ パには，その南半分にソクスに近似の別NiSambucus ebulusが分布し，そ

の群落は形態，習性ともにソ クズirr:集に枢めて類似しており Sambucetumebuli KA1srn 
1926又は UrticoSambucetum ebuli BR.-Bし 1952 として 認められている。 こ

の Sambucetum ebuli はヨーロツ ノミのすそ併協の上級単位である Artemisietea 

LoHMEYER, PRE1s1NG et R. TuxEN 1950に編入されている。

ソクズに近縁な草木性のニワトコ属の植物は更にユーラ シア， 北アメリカなどに数種が

知られており，それらは何れもソクズ又は Sambucusebulusと近似した高茎のすそ群執

を形成しているらしL、。

ソクズの優占した群終にやや近似した高芸のすそJ洋治として， Fl本ではシシウド，イラ

クサ，イタドリ，ハマウド，カラムシ，アザミ類等を主とした密集1r下落があるn しかし，

※2タイワンソクズとソヴズチ同極とする初島（1976）の説に従って Trichosanthesboniensis 

Sambucus chinensis-Ass.としたが，この両者は明らかに別の Taxonであるらしいので Trichos-

anthes boninensis-Sambucus formosana-Ass.と改める。
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ヤブツバキJ洋綱j戒においては高さ 1～2mの主主J集した高茎のすそltf落として他に比較すべ

きものはこL、ない。 ブナ1r'i＇＊司域に於ては， オオイ タドリ，アカソ，オオヨモキー等の高茎草木

1洋治がやや対応するであろう 。

11本のソクズJt'(o集は Artemisieteapriceps MtvAwAKI et OKUDA 1971 （ヨモギ群綱〉

にt111i入し得るものであろうが， 日本のすそ併併とその類似群落の休系については現在検討

中であるので，ソク ズl作集のJtY；存分士山 l二の｛立世については別に報告したい。
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